
共催／日本水道協会・全国簡易水道協議会・日本水道新聞社　後援／厚生労働省　協力／毎日新聞社・毎日小学生新聞

■ 審査員：後援・共催団体の責任者　■ 締切り： 2020年9月30日 （当日消印有効）　■ 発表： 2020年11月 の予定（日本水道新聞紙上）
■ 規　定：作品はいずれも未発表のものに限ります。各特・入選作品の著作権は共催者に属します。応募作品は返却いたしません。
■ 送り先：〒102-0074 東京都千代田区九段南4-8-9 ☎03（3264）6724  日本水道会館内 日本水道新聞社 「水道週間懸賞募集係」 

テーマ 「水道の役割りや大切さ」を
アピールする標語。

応募要領 資格制限はありません。ハガキ１枚に
１標語とし、応募数は自由。

特選（1点） 全国簡易水道協議会会長賞と副賞
準特選（1点） 賞状と副賞 入選（5点） 賞状と副賞

水道に関する自由な作文。

小学生低学年：原稿用紙2～3枚程度、
小学生高学年：原稿用紙3～4枚程度、
中学生：原稿用紙4～5枚程度。

水道に関する図画、またはポスター。
小・中学生に限る。
大きさはＡ2判からＢ4判程度。
小学生低学年（1～3年）：
日本水道協会会長賞と副賞
小学生高学年（4～6年）：
日本水道協会会長賞と副賞
中    学    生：
日本水道協会会長賞と副賞

小学生低学年（1～3年）「みず」。
小学生高学年（4～6年）「水道週間」。

小学生に限る。テーマを半紙に書き、
学年・名前を明記のこと。

小学生低学年（1～3年）：
日本水道新聞社社長賞と副賞
小学生高学年（4～6年）：
日本水道新聞社社長賞と副賞

※いずれの作品についても、１点ごとに必ず学校、氏名を記してください。（習字、図画・ポスターは裏面に）

小学生低学年：厚生労働大臣賞と副賞
小学生高学年：厚生労働大臣賞と副賞
中 学 生：厚生労働大臣賞と副賞

「飲み水を 未来につなごう ぼくたちで」第61回
特選作品
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『第62回水道週間』は６月１日から７日まで全国的に展開されますが、この「水道週間」を盛り
あげ、水道に対する理解を深め、水道の健全な発展と限りある水資源を有効に利用するよう、
厚生労働省後援、日本水道協会・全国簡易水道協議会・日本水道新聞社共催で懸賞募集を実
施します。多数のご応募をお待ちしております。

『第62回水道週間』は６月１日から７日まで全国的に展開されますが、この「水道週間」を盛り
あげ、水道に対する理解を深め、水道の健全な発展と限りある水資源を有効に利用するよう、
厚生労働省後援、日本水道協会・全国簡易水道協議会・日本水道新聞社共催で懸賞募集を実
施します。多数のご応募をお待ちしております。

図画・ポスター 習　字

作　文標　語

暮らしの源、水道を考えよう

国民生活を支え、発展させている水道。この水道に対する理解を深め、健全な発展を図るため、各水道事業体では『水道週間』に
ちなんで、作文・標語・図画・習字などの作品を募集されているところが多いのですが、その応募作品の中から優れた作品をお送り
願い、これを全国コンクールの形で選考します。なお、こうした企画のないところは、学校、教室、個人などからの直接応募とします。

第 62回 水道週間協賛企画

募集
期間

が

延長
にな
りま
した


